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・県人勧の完全実施、４月遡及の差額支給！ 
・臨任の空白期間の解消実現！ 

神教組速報 
 

 

 

 
 

                                    県労連 

   賃金確定闘争 

－マイナス提案については経過措置を設けるなど一定押し戻し！－       妥結！ 

                                                                                              

県労連は１２月１９日を今期確定闘争の最終日と設定し、断続的に交渉を行ってきました。今

期交渉におけるポイントは、①４年連続の県人勧完全実施による給料引き上げ実現、②退職手当

の見直し、③臨任・非常勤・再任用の処遇改善、等でした。 

 県当局提案により、当初の予定より日程延期を受け入れました。交渉日程がただでさえ短いう

え、数々のマイナス提案が出されるなど、厳しい交渉が続きましたが、１２月２０日午前４時１

分、大綱妥結に至りました。 

【最終交渉 経過】 

 ９時３０分：県労連幹事会 

・交渉課題の整理と確認  

１１時００分：県労連幹事団交渉① 

・県労連「年内妥結という本来の形に戻す。当局の姿勢を示して欲しい」 

・県当局「本日現時点では人事委員会勧告の実施については、最大限の努力をしたい」 

    「臨任の空白期間の解消について、現時点では実現は困難」 

～人勧実施をする場合の、勤勉手当の成績率の提示等～ 

１３時１５分：県労連幹事会 

・交渉課題の整理と確認 

１６時００分：県労連幹事団交渉② 

・県労連：まだ互いの溝は深いが、交渉の整理を以下のようにしたい。 

（１）「柔軟な勤務時間」の実施については、しかるべき場で整理したい。 

（２）療養休暇の通算期間リセットについて、県当局提案の６ヶ月を了解する。 

（３）リフレッシュ休暇については現行制度の取得率の向上をはかったうえで、分割取得も受入。 

（４）忌引休暇の見直しについては見送り。 

（５）不妊治療については実情認識を互いに深める。 

・県当局：本日妥結すべく、最大限の努力をしていきたい。 

   ～マイナス提案について県労連幹事団が意見を述べるが、これまでの説明を繰り返す等～ 

→ 県労連：論点が煮詰まってきた。決断をいくつかのことでして欲しい。 

１７時５５分：県労連幹事会 

・人勧の完全実施に向けては「最大限の努力」としながらも、県当局は制度見直しについてのこ

だわりがある。 

・退職手当の見直しについての県当局側の姿勢はかなり固い。 

・臨任の空白期間の解消について、重点的に追求している。等 

２１時３０分：県労連幹事団交渉③ 

・県労連：「残された時間は少ない」 → 事務局長による課題の整理 

・県当局：「重い課題は残っているが、県人事委員会勧告については完全実施をしたい」 

     「臨任の空白期間の解消」については、みなさんの強い希望を受けとめている。等 

 ２０１７年１２月２０日 
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～県労連幹事団より、様々な角度から課題別に意見を述べる～ 

・県労連：「交渉をまとめるにあたって、決断をしてもらいたい」 

・県当局：「決断については３役折衝の中で総合的に判断したい」 

２２時４５分：県労連幹事会 

・３役折衝に移していくことの確認。 

・退職手当の見直しについて押し戻していくことは難しい。 

２３時４５分：県労連幹事団交渉④ 

・３役折衝に移していくことへの確認。 

・退職手当の見直しについては「苦渋の判断」として受け入れる。そのことを重く受けとめて欲

しい。 

２３時５０分～ １時４５分：３役交渉 

１時５５分：県労連幹事会 

・３役折衝の内容確認 → ５単組説明 → 単組ごと批准の確認 

３時３５分：県労連幹事会 

・批准の確認 

４時００分 

・県労連：「３役交渉の到達水準をもって各単組批准を確認した。 【４時０１分 大綱妥結】 

 

【県労連２０１７賃金交渉整理課題】  

基本賃金 

一時金 

 

○人事委員会勧告通り月例給は平均５０５円、一時金は勤勉手当０．１月分の引上

げ（２０１７年４月遡及・差額支給年度内） 

〇勤勉手当の成績率について 

〔２０１８年４月１日から適用〕 

再任用職員以外               再任用職員 

特に優秀 １０２．５／１００  優秀 ４５．２５／１００ 

優秀  ９５．５／１００ 良好 ４１.７５／１００ 

良好  ８８．５／１００  

〔２０１７年１２月期〕 

再任用職員以外               再任用職員 

特に優秀 １０７．５／１００  優秀 ４７．７５／１００ 

優秀 １００．５／１００ 良好 ４４.２５／１００ 

良好  ９３．５／１００  

〇２０１８年度の地域手当は１１．９％に改定する。 

５５歳超の

昇級抑制 

〔現行〕      〔２０１９年１月１日から適用〕 

極めて良好  ：３号給昇級   →  ２号給昇級 

特に良好   ：３号給昇級   →  ２号給昇級 

良好     ：２号給昇級   →  １号給昇級 

やや良好でない：１号給昇級   →  ０号給昇級 

高位号給か

らの昇格メ

リット 

〇国に準じて縮減 

行政職（一）       教育職 

１級： ７７号給～      

２級：１０９号給～     ２級：１３３号給～ 

３級： ９７号給～     ３級： ９７号給～ 

４級： ７７号給～     ４級： ７７号給～ 

退職手当 ○退職手当の調整率については８３.７／１００とし、２０１８年３月１日適用。 

昇級加算額の 

７割は確保 
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行（一）、 

学 校 行 政

職、研究職

の２級昇格

メリット 

〇２０１８年３月３１日で廃止。 

〔経過措置〕 

２０１８年４月：昇格加算額７０００円 

２０１９年４月：昇格加算額５０００円 

２０２０年４月：昇格加算額３０００円 

２０２１年４月：昇格加算額１０００円 

☆県当局「職員の人材確保については、引き続き意を用いていくものとする」 

療養休暇の

通算期間 

○現行の３０日から６ヶ月とし、２０１８年４月１日から適用する。 

再任用職員

の給与水準 

〇行（一）適用の再任用者の格付けおよび教育職給料表適用の再任用者の給与水準

の見直しについては、交渉経過を踏まえ、２０１８年９月を目途に引き続き話し

合っていく。 

柔軟な勤務

時間・不妊

治療 

〇柔軟な勤務時間の設定および不妊治療に関する療養休暇の運用については、しか

るべき場で話し合っていく。 

忌引休暇 〇忌引休暇の取扱いについては、引き続き話し合っていくものとする。 

働き方改革 〇働き方改革については、任命権者との間で、労使協議の場を設定する。 

臨時的任用

職員 

〇臨時的任用職員の「空白期間」については、２０１８年度から設けないものとす

る。 

 

〔差額の年度内支給の見通し〕 

議会承認が３月２０日ごろになる予定 ・・・ 差額の支給日が３／２７前後 

 → 学校現場において、とくに事務職員が臨任の場合は厳しい。昨年の状況を踏まえての対応

を確認する。 

 

〔臨時的任用職員の空白期間解消について〕 

・長年要求してきたものの実現。 

・２０１８年４月１日から適用になり、いわゆる月初めの通勤手当問題についても解消される。 

・公立学校共済組合に加入することができる。 

 

〔再任用教職員の給与水準について〕 

・フルタイム再任用者の働き方を含めて、これだけ現場にとってはなくてはならない存在になっ 

ていることも踏まえ、賃金水準、給与格付けについて、引き続き話し合っていく。 

 

 

 今期確定闘争においては、４年連続の人勧完全実施による給料引き上げ実現がはかれたこと、

これまで現場実態に基づいて要求してきた臨任の空白期間の解消がはかれたことは大きな前進で

す。 

 一方で退職手当の見直し、高齢層を中心とした給与抑制等、さまざまな県当局側からのマイナ

ス提案を少しずつ押し戻す難しい交渉となりました。 

 今年から政令３市がそれぞれ市労連等に結集し、自律的に確定闘争にとりくみました。情報交

換を密に行い、県・政令３市がそれぞれ前進した結果が得られるよう、今後もとりくんでいく必

要があります。 

現在の１級在級者全員に

経過措置を設ける 


